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世田谷区民会館整備方針策定へ向けた区の考え方について 

 

 

 

 

 

 

１ 主旨 

 世田谷区民会館の整備は、本年６月に策定した「世田谷区本庁舎等整備基本設計

方針」において、区民会館ホールを保存・再生し、耐震安全性構造体（以下「構造

体」という。）Ⅱ類相当以上を確保し、ホール機能の向上を図ることを基本的な考え

方とし、基本設計を行ってきた。 

 これまでに、耐震診断の結果に基づき、耐震性能を向上させる耐震改修方法の検

討を進めてきたところであるが、このたび、世田谷リング会議における専門家の意

見や構造体の強化、費用等について、総合的に判断し、構造体Ⅰ類相当の耐震性能

を確保していく。また、整備手法について区の考え方を示し、今後、「区民会館整備

方針」に向けて検討を進める。 

 

２ 耐震性能について 

（１）区民会館ホールの耐震診断の評定取得 

現状の耐震性能を把握するために耐震診断を実施し、第三者機関による

評定を取得した診断結果は以下のとおりである。  

 Ｉｓ値：０．６３ （別紙１参照） 

（２）耐震性能の目標について 

これまで、区民会館ホールについては、東京都の構造設計指針において定めら

れている対象施設における耐震安全性の分類により、構造体Ⅱ類相当以上の耐震

性能を確保することを目標に設計を進めていたが、以下の理由により、構造体Ⅰ

類相当の耐震性能を確保することを基本とする。 

①耐震改修の場合であっても一般的な改修方法によって構造体Ⅰ類相当の耐震

性能が確保できる見込みとなった。 

②同敷地内に計画する本庁舎を構造体Ⅰ類相当として整備するため、区民会館

ホールについても接続する東１期棟と同等の構造体Ⅰ類相当で整備すること

により、災害時の機能継続の連続性が、さらに向上する。 

 

３ 耐震性能確保の手法について（別紙２参照） 

耐震改修、免震改修の案に加え、改築とした場合の各工事の内容、費用、区民会

館ホール機能向上、工事期間を比較検討した結果、以下の理由により、区としては、

（付議の要旨） 

本庁舎等整備における世田谷区民会館については、耐震安全性構造体Ⅰ類相当

の耐震性能を確保することを基本とし整備していくとともに、整備手法について

区の考え方を示し、今後、区民会館整備方針策定に向けて検討を進める。 



耐震改修・一部改築によって構造体Ⅰ類相当の耐震性能を確保する案が妥当と考え、

「区民会館整備方針」策定に向け、さらに検討を進める。 

① 耐震改修・一部改築による区民会館の整備が、構造体Ⅱ類相当の場合と比較し

て大幅な増額とならずに構造体Ⅰ類相当の耐震性能が確保できるとともに、改

築の場合に想定される概算工事費の８割程度の費用で整備が可能である。 

② 改築の場合の工事期間は３０ヶ月程度を要することが見込まれ、また、免震改

修・一部改築の場合も第１期工事期間として想定している２０ヶ月の中での対

応が難しくなるため、耐震改修・一部改築の方が区民会館ホールの閉鎖期間へ

の影響が低減される。 

③ 耐震改修・一部改築は、一般的な耐震改修方法のため、ホール改修ならびに一

部改築を含めた区民会館の整備が第１期工事期間で完了することが可能であ

り、全体スケジュールへの影響が無い。 

④構造体Ⅰ類相当の耐震性能を確保する耐震改修を行っても、区民会館の機能向

上が図れる。 

 

４ 区民会館の機能向上について（別紙３参照） 

耐震改修・一部改築によって構造体Ⅰ類相当の耐震性能を確保する案の場合、現

施設における様々な課題を改善し、「世田谷区本庁舎等整備基本構想」に示した機能

に加え、区民会館機能のさらなる向上を図るため以下の整備を行う。 

（１）ホール機能の向上 

様々な芸術活動が可能な多目的ホールとするための改修を行うと共に、ユニバ

ーサルデザインの考え方に基づいた施設とすることでホール機能を向上する。 

①客席は、座席の大きさを最新のホールの標準サイズに改修するとともに、車

いす席、親子席を整備する。 

②可動式の前舞台を設置する。 

③様々な演目に対応が可能な舞台設備とする。 

④音響性能の向上を図るため、壁・天井仕上げ材の改修や可動式舞台にも対応

した音響反射板を設置する。 

⑤開口部は、遮音性能の高い建具に改修する。 

⑥廊下の段差を解消させてバリアフリー動線を確保する。 

⑦多目的トイレを整備する。 

⑧東１期棟に整備する練習室から楽屋への演者動線を確保するために廊下部分

を増築する。 

（２）楽屋機能の向上 

演者の使いやすさに配慮した施設とするために、楽屋部分を２階建てとして改

築することで楽屋を拡充し機能を向上する。 

  ①小楽屋、中楽屋、大楽屋は各２室を整備し、現状よりも面積を拡充する。 

  ②舞台用のピアノ専用の倉庫等を整備する。 

  ③シャワー室、トイレ、多目的トイレを整備する。 

④ユニバーサルデザインの考え方から EVを設置する。 

⑤楽屋への新たな搬入動線を確保するとともに、８ｔトラックが止まれるスペ 



ースを設ける。 

⑥出演者が、楽屋等のバックヤードに車両等でアプローチできるスペース、お

よび、直接出入できる出入口を整備する。 

（３）集会室・練習室機能の向上 

演者や区民が多様な利用ができるように東１期棟の地下１階に練習室を新設し、

集会室と練習室の一体的な利用など機能を向上する。 

①音楽や合唱、ダンス等の練習、小規模な発表が行える場所として、楽器等の

演奏にも対応した防音性能を備えた練習室を２室整備する。 

②区民が集会等を行うスペースとして、控室、倉庫等を備えた集会室を整備す

る。なお、可動間仕切りの設置により、柔軟な利用が可能なものとする。 

③集会室、練習室については、ホールを利用しない場合においても、単独で使

用できるよう、ホールとは別に、出入口、動線を確保する。 

④練習室、集会室については、ホール使用時の楽屋、控室等としての利用も想

定し、観客動線とは別に、舞台への出演者動線を確保する。 

 

５ 今後の予定 

  今後、区民説明会における区民意見、議会でのご議論を踏まえ、区として、「区

民会館整備方針」を策定する。 

平成３０年 ９月２２、２３、２４日 区民説明会 

     １１月中旬  区民会館整備方針（案） 

     １２月上旬  区民会館整備方針策定 

平成３１年 ２月上旬  基本設計（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙１ 

 

世田谷区民会館ホールの耐震診断結果について  

 

区民会館ホール部分については、現状の耐震性能を把握するために現行の

耐震診断基準に基づき耐震診断を実施し、５月２８日に開催した地方分権・本

庁舎整備対策等特別委員会において、速報値を報告した。 

このたび、第三者機関による評定審査が終了し、評定を取得した耐震診断

結果は以下のとおりである。 

  

耐震診断結果  Ｉｓ値：０．６３  

［参考］ 

 Is 値  

 

Is 値（速報値）  

５月特別委員会報告  

階層  Ｘ方向  Ｙ方向  Ｘ方向  Ｙ方向  

  ４ ２．６０  ０．７６  ２．３９  ０．８２  

  ３ １．４５  ０．８７  １．４６  ０．８５  

  ２ １．００  ０．６３  ０．９２  ０．６１  

  １ ０．９９  ０．７２  ０．８５  ０．７０  

    ＊最も小さい数値が、区民会館ホール部分のＩｓ値となる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                                                                        別紙２ 

 

世田谷区民会館 耐震性能確保の手法検討比較について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊現在、基本設計中のため、概算工事費は各案の比較検討用に提示したものであり、今後の基本設計・実施設計の中で精査する。 

＊集会室・練習室の機能向上のための整備費用は、各案共通のため、概算工事費には含まれていない。                               

耐震安全性構造体Ⅱ類相当
大地震動後に構造体の大きな補修をすることなく建築

物を使用できる。

耐 震 改 修 、 一 部 改 築 免 震 改 修 、 一 部 改 築 改築 耐震改修、一部改築

・ 解 体 ： 区 民 会 館 ホ ー ル 、 楽 屋 （ ２ ， ７ ４ ４ ㎡ ）
・ 改 築 ： 区 民 会 館 ホ ー ル 、 楽 屋 （ ３ ， ３ ５ ４ ㎡ ）

・ 解 体 ： 楽 屋 等 （ ３ ５ ８ ㎡ ）
・ 耐 震 改 修 、 ホ ー ル 改 修 ： 区 民 会 館 ホ ー ル （ ２ ， ３ ８ ６ ㎡ ）
・ 改 築 ： 楽 屋 等 （ ９ ６ ８ ㎡ ）

平 面

断 面

・ 既 存 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 柱 お よ び 壁 の 厚 さ を 増 す 補 強 を 行 う 。
・ 柱 及 び 壁 の 補 強 に よ る 建 物 荷 重 の 増 加 に 伴 い 、 基 礎 を 補 強 す る 。
・ 客 席 下 に 壁 を 新 設 す る 。
・ 建 物 の 軽 量 化 を 図 る た め の 屋 上 防 水 改 修 、 お よ び 躯 体 の 長 寿 命
化 の た め の 外 壁 補 修 を 行 う 。

・ 建 物 基 礎 下 に 新 た に 免 震 層 を 構 築 し て 免 震 装 置 を 配 置 す る こ と に
よ り 、 既 存 建 物 を 免 震 化 す る 。
・ 上 部 構 造 の 補 強 は 行 わ な い が 、 建 物 下 の 掘 削 お よ び 免 震 化 に 伴
い 、 床 の 改 修 、 基 礎 梁 の 補 強 を 行 う 。
・ 舞 台 装 置 の 荷 重 条 件 に よ っ て は 、 柱 の 補 強 が 必 要 と な る
・ 建 物 の 軽 量 化 を 図 る た め の 屋 上 防 水 改 修 、 お よ び 躯 体 の 長 寿 命
化 の た め の 外 壁 補 修 を 行 う 。

ー

・ 既 存 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 柱 お よ び 壁 の 厚 さ を 増 す 補 強 を 行 う 。
・ 柱 及 び 壁 の 補 強 に よ る 建 物 荷 重 の 増 加 に 伴 い 、 基 礎 を 補 強 す る 。
・ 客 席 下 に 壁 を 新 設 す る 。
・ 耐 震 補 強 の ほ か 、 建 物 の 軽 量 化 を 図 る た め の 屋 上 防 水 改 修 、 お よ
び 躯 体 の 長 寿 命 化 の た め の 外 壁 補 修 を 行 う 。

・ 補 強 箇 所 は 構 造 体 Ⅱ 類 相 当 の 耐 震 改 修 に 比 べ 多 く な る が 、 位 置
は ホ ー ル 機 能 に 影 響 し な い 部 位 と す る た め 、 建 築 や 設 備 の 改 修 計
画 に 対 し て 、 耐 震 補 強 に よ る 制 約 は ほ と ん ど な く 、 ホ ー ル 機 能 は 確
保 で き る 。

・ 上 部 構 造 の 耐 震 補 強 は 建 築 や 設 備 の 改 修 計 画 に 影 響 し な い た
め 、 耐 震 補 強 に よ る 制 約 は な く 、 ホ ー ル 機 能 は 確 保 で き る 。 。
・ 建 物 外 周 部 に 設 け る 免 震 E X P . J や 設 備 配 管 の 免 震 化 な ど 納 ま り 上
の 対 応 が 新 た に 必 要 と な る 。

･ 改 築 の た め 、 ホ ー ル 機 能 は 確 保 さ れ て い る 。
・ 補 強 箇 所 少 な く 、 位 置 も ホ ー ル 機 能 に 影 響 し な い 部 位 と す る た め 、
建 築 や 設 備 の 改 修 計 画 に 対 し て 、 耐 震 補 強 に よ る 制 約 は な く 、 ホ ー
ル 機 能 は 確 保 で き る 。

・ 補 強 箇 所 が 多 く 、 工 期 は 長 く な る が 、 一 般 的 な 改 修 方 法 の た め 、 1
期 工 事 期 間 内 （ 想 定 ２ ０ ヶ 月 程 度 ） で の 対 応 は 可 能 で あ る 。

・ 既 存 建 物 下 の 掘 削 や 躯 体 工 事 に 多 く の 時 間 を 要 す る。1 期 工 事 期
間 内 で の 対 応 が 難 し く 、 全 体 ス ケ ジ ュ ー ル に 影 響 が あ る 。

・ 既 存 の 区 民 会 館 ホ ー ル の 解 体 工 事 も 含 め 、 ３ ０ ヶ 月 程 度 の 期 間 を 要
す る た め 、 全 体 ス ケ ジ ュ ー ル に 影 響 が あ る 。

・ 補 強 箇 所 が 少 な く 、 改 修 工 事 の 範 囲 が 限 定 的 で あ る た め 、 1 期 工 事
期 間 内 （ 想 定 ２ ０ ヶ 月 程 度 ） で 十 分 に 対 応 は 可 能 で あ る 。

２ ５ ． ６ 億 円 ４ ２ ． ０ 億 円 ３ １ ． ７ 億 円 ２ ４ ． ６ 億 円

０ ． ２ 億 ０ ． ２ 億 １ ． ８ 億 ０ ． ２ 億

２ ． ２ 億 １ ８ ． ６ 億 ー １ ． ２ 億

１ ８ ． ５ 億 １ ８ ． ５ 億 ー １ ８ ． ５ 億

４ ． ７ 億 ４ ． ７ 億 ２ ９ ． ９ 億 ４ ． ７ 億

・ 解 体 ： 楽 屋 等 （ ３ ５ ８ ㎡ ）
・ 耐 震 改 修 、 ホ ー ル 改 修 ： 区 民 会 館 ホ ー ル （ ２ ， ３ ８ ６ ㎡ ）
・ 改 築 ： 楽 屋 等 （ ９ ６ ８ ㎡ ）

同 規 模 ・ 同 形 状 お よ び 同 等 の 機 能 と し 、 比 較 検 討

整 備 方 法

耐 震 安 全 性 目 標

概 算 工 事 費

補 強 内 容 等

工 期

ホ ー ル 機 能 の 確 保

補 強 方 法

耐震安全性構造体Ⅰ類相当
大地震動後に構造体の補修をすることなく建築物を使用できる。

工 事 内 容

耐 震 改 修

改 築

ホ ー ル 改 修

（ 内 訳 ） 　 　 　 　 　 　 解 体

免 震E X P . J

： 補 強 部 位 を 示 す

Ｙ

Ｘ

▽GL

床 改 修+基 礎 梁 補 強

免 震 層 新 設

免震
E X P . J

E X P . JE X P . J

新 庁 舎

東 棟

（ ホ ワ イ エ ）

Ｙ

Ｘ

基 礎+壁 補 強 （1～3階 ）柱 補 強 （1～3階）

： 補 強 部 位 を 示 す

▽GL

柱 補 強 （1～4階）柱補強（1～3階）

基 礎 ・ 壁 補 強 （1～3階 ）

楽屋

改 築

楽屋

改 築

柱補強（1～4階）

新 庁 舎

東 棟

（ ホ ワ イ エ ）

楽屋

改 築

柱 補 強 （1～4階）

楽 屋

改 築

柱 補 強 （1～4階）

壁 新 設

（ 客 席 下 ）

壁新設

（ 客 席 下 ）

壁 補 強

（1～2階 ）

壁 補 強 （1～2階）

E X P . J

ｂ

新庁舎

東 棟

（ ホ ワ イ エ ）

楽 屋

改 築

基 礎+壁 補 強 （1～3階 ）

ａ

E X P . JＹ

Ｘ

壁 新 設 （ 客 席 下 ）

基 礎+壁 補 強 （1～4階 ）

基 礎+壁 補 強 （1階 ）

柱 補 強 （1～3階）

柱 補 強 （1～4階）

▽GL

基礎+壁補強（1～4階）

壁 新 設

（ 客 席 下 ）

基 礎+壁 補 強

（1階）

柱補強（1～3階）

基 礎+壁 補 強 （1～3階 ）
柱補強（1～4階）

ａ 断 面

楽 屋

改 築

： 補 強 部 位 を 示 す

基礎+壁補強

（1～4階）ｂ 断 面
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区民会館の機能向上の改修・改築内容について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

２階平面図 

１階平面図 

地下１階平面図 

断面図 

EV 

 


